
「
健
康
保
険
の
適
用
除
外

の
申
請
期
日
迫
る
」
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Ⅱ

六
月
十
六
日
愛
板
会
館

会
議
室
に
於
い
て
、
午
後

一
時
半
よ
り
理
事
会
に
先

立
ち
常
務
理
事
会
、
午
後

三
時
か
ら
第
二
回
理
事
会

を
開
い
た
。

過
日
の
総
代
会
で
村
上

氏
が
新
理
事
長
に
選
出
さ

れ
た
の
に
伴
い
、
総
代
会

の
途
中
で
副
理
事
長
三
人
、

専
務
理
事
一
人
、
常
務
理

事
九
人
を
選
出
の
た
め
第

一
回
の
理
事
会
が
開
か
れ

た
が
、
事
実
上
、
第
二
回

の
今
回
が
村
上
新
体
制
の

初
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。

常
務
理
事
会
で
は
村
上

理
事
長
か
ら
組
合
事
業
の

中
心
と
な
る
八
委
員
会
の

正
副
委
員
長
が
指
名
さ
れ

各
委
員
会
の
活
動
目
的
の

説
明
と
積
極
的
な
委
員
会

活
動
を
要
望
さ
れ
た
。

今
期
の
正
副
委
員
長
は

常
務
理
事
を
中
心
に
適
性

と
所
属
ブ
ロ
ッ
ク
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
て
人
選
さ
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平
成
九
年
度
・
第
二
回

新
体
制
初
顔
合
わ
せ

常
務
理
事
。
理
事
会

、 ノ

れ
た
。
な
お
技
能
委
員
会

は
技
能
検
定
員
の
資
格
の

関
係
と
厨
房
空
調
委
員
会

は
特
殊
技
能
の
た
め
専
門

職
を
登
用
し
た
。

ま
た
経
営
対
策
委
員
会

は
今
期
か
ら
活
動
目
的
を

変
更
し
経
営
研
究
委
員
会

に
改
称
し
て
若
手
中
心
に

柵
成
さ
れ
、
始
め
て
女
性

副
委
員
長
が
誕
生
し
た
・

各
委
員
会
委
員
の
選
出

に
つ
い
て
は
県
板
で
推
薦

し
た
委
員
の
適
性
と
承
認

を
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
支
部

長
に
依
頼
し
人
選
の
手
直

し
の
後
、
各
委
員
会
所
属

が
決
ま
り
、
順
次
開
か
れ

る
各
委
員
会
の
席
で
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

常
務
理
事
会
で
は
委
員

の
選
出
方
法
か
ら
今
後
の

事
業
活
動
、
要
望
な
ど
積

極
的
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
村
上
理

事
長
の
基
本
方
針
で
あ
る

慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
県
板
は

勿
論
の
こ
と
最
寄
り
の
社

会
保
険
事
務
所
又
は
お
近

く
の
社
会
保
険
労
務
士
に

相
談
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ

う
。
沼
津

…

総
務
委
員
会
皿
人

委
員
長
長
谷
川
信
俊

副
委
員
長
毛
利
貞
夫

広
報
委
員
会
肥
人

委
員
長
斎
藤
充
昭

副
委
員
長
鷲
見
牧

技
術
研
究
委
員
会
ｎ
人

委
員
長
高
柳
一
男

副
委
員
長
青
木
久
治

技
能
委
員
会
ｎ
人

委
員
長
内
山
英
臣

副
委
員
長
佐
藤
忠
雄

厨
房
空
調
委
員
会
７
人

委
員
長
石
浜
陽
夫

副
委
員
長
加
藤
哲
夫

経
営
研
究
委
員
会
皿
人

委
員
長
滝
伸
次

透
明
性
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
人
選
で
組
合
事
業
を

活
性
化
し
て
行
く
こ
と
が

早
急
な
課
題
と
な
る
。

午
後
三
時
か
ら
開
か
れ

た
理
事
会
は
、
村
上
理
事

長
の
挨
拶
で
始
ま
り
各
委

員
会
の
委
員
構
成
と
委
員

会
活
動
の
説
明
が
さ
れ
た
。

三
人
の
副
理
事
長
と
沼
沢

厚
生
委
員
長
か
ら
就
任
の

挨
拶
と
担
当
委
員
会
の
活

動
計
画
に
協
力
の
要
請
と

事
務
局
よ
り
事
務
連
絡
の

後
午
後
五
時
閉
会
。
⑧

愛

板金

知県

工業組合

意見。提案・情報を
パソコンネットの電子メールで

県板の組合員の中にもパソコンを使っている人は多い

と思う。今ではパソコンを使っていない人でもインター

ネットと言う言葉を知らない人はいないと思う。インター

ネットとはパソコンネットワークのことを言い、そのネッ

トワークの上にフォーラム（公共広場）を開いたりホー

ムページを開いて情報を公開している。

組合では副理事長の高柳一男と広報委員の鷲見牧が
パソコンネットワークに加入しているので、そのアドレ

スにアクセスすれば情報は交換することが出来る。イン
ターネットでどこかのﾌﾟロバイダー（回線接続会社）に

加入している方があれば今すぐアクセスできるので何で

も結構です。アクセスを。

ＩＤ高柳一男ＧＣＡＯ１７３５ｎｉｆｔｙｓｅｒｖｅ､or.]ｐ

鷲見収QZWO2630niftyserve,or､Jｐ

業
主
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

但
し
、
全
板
国
保
加
入

の
被
保
険
者
は
、
適
用
除

外
の
申
請
を
提
出
す
る
事

に
よ
っ
て
、
従
来
通
り
の

扱
い
と
さ
れ
、
継
続
し
て

加
入
が
認
め
ら
れ
、
安
心

し
て
診
療
を
受
け
る
事
が

出
来
ま
す
。
し
か
し
、
社

会
保
険
は
厚
生
年
金
が
セ
ッ

ト
と
な
っ
て
お
り
、
除
外

す
る
事
は
出
来
ず
、
国
民

年
金
か
ら
厚
生
年
金
に
切

換
え
が
必
要
と
な
り
、
従

来
の
国
民
年
金
は
据
置
と

な
り
、
支
給
年
令
が
到
達

し
た
場
合
は
、
両
方
か
ら

支
給
さ
れ
、
国
年
に
単
独

で
加
入
し
て
い
た
時
よ
り

は
、
合
算
さ
れ
多
く
年
金

の
支
給
を
受
け
る
事
が
出

来
る
事
と
な
り
ま
す
。

但
し
、
こ
れ
ら
の
据
置

に
対
し
て
、
切
り
換
え
の

意
思
が
な
い
事
業
所
に
於

い
て
は
、
従
来
通
り
の
取

扱
い
は
出
来
な
く
な
り
、

全
板
国
保
の
資
格
を
脱
退

し
て
頂
く
事
と
な
り
、
後

日
の
混
乱
を
招
く
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
脱
退
届

と
共
に
保
険
証
を
添
え
て

名古屋市昭和区
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発行広報委員会

、

日
頃
は
、
組
合
業
務
に
ご
協
力
を
賜
り
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
板
事
務
局
は
、
８
月
但
日
㈹
か
ら
８
月

仰
日
日
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

宜
敷
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
連
絡
事
項
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
唖
ｌ
唖
１
１
７
３
３

西大本
俣友田

堅１０春
章治人子

副
委
員
長

保
証
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

◎
対
象
～
法
人
事
業
所
、

或
い
は
、
個
人
事
業
所
に

於
い
て
は
５
人
以
上
の
常

勤
者
が
対
象
．
．
．
…

◎
最
終
期
限
８
月
別
日
迄

去
年
よ
り
本
格
的
に
話

題
と
な
っ
て
い
る
、
組
合

加
入
の
健
康
保
険
の
適
用

除
外
が
、
勃
か
に
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
会
計
検

査
院
の
監
査
も
厳
し
く
、

全
板
国
保
と
し
て
早
急
な

対
応
が
求
め
ら
れ
、
最
終

期
日
ま
で
申
請
の
手
続
を

完
了
さ
せ
る
様
、
社
会
保

険
庁
よ
り
の
通
達
を
受
理

し
た
と
こ
ろ
で
、
今
日
ま

で
対
策
を
練
り
つ
つ
、
機

関
紙
や
通
知
状
に
よ
り
周

知
し
た
処
で
あ
り
ま
す
が
、

今
だ
に
、
未
処
理
の
事
業

所
が
多
数
存
在
し
て
い
る

と
の
事
で
、
事
務
処
理
上

苦
慮
し
て
い
る
現
状
で
す
。

現
行
の
健
康
保
険
法
で

は
、
す
べ
て
の
法
人
事
業

所
に
於
い
て
は
、
役
職
も

含
め
て
一
人
で
も
常
勤
者

が
在
籍
し
て
い
れ
ば
対
象
、

尚
、
個
人
の
事
業
所
に
於

い
て
は
、
常
勤
者
が
５
人

以
上
が
対
象
と
な
り
、
事

板

返
納
し
て
頂
く
事
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
法
律
の

改
正
で
は
、
原
則
と
し
て

市
町
村
役
場
で
は
、
事
情

の
説
明
に
よ
り
、
再
加
入

の
受
理
を
断
わ
ら
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
無
保
険
者
と

な
ら
な
い
様
、
充
分
な
配

８
人

沼
沢
啓
二

細
野
清

厚
生
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長
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愛
知
県
板
金
工
業
組
合

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
村
上
章
氏

平
野
さ
ん
ご
く
ろ
う
様
で
し
た

功
績
を
印
し
た
五
期
十
年

黄
綬
褒
賞

関
係
団
体
の
要
職
に
あ
っ

て
生
ま
れ
七
人
兄
弟
で
育

ち
そ
の
後
千
種
区
日
岡
町

に
移
り
名
古
屋
市
工
芸
学

校
第
二
本
科
建
築
科
を
卒

業
し
た
。
そ
の
こ
ろ
体
調

を
崩
し
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い

た
頃
、
弟
の
栄
一
氏
が
遠

縁
で
あ
る
杉
江
樋
工
業
所

に
勤
務
し
て
い
た
の
で
氏

も
そ
こ
に
出
入
り
す
る
よ

う
に
な
り
何
人
も
の
腕
の

い
い
職
人
の
手
元
に
な
り

見
よ
う
見
ま
ね
で
仕
事
を

覚
え
た
。
自
分
の
理
想
は

学
校
の
先
生
か
医
者
に
な

る
の
が
夢
で
あ
っ
た
が
板

金
業
の
道
を
歩
む
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
二
十
八
年
二
十
五

歳
の
春
、
村
上
ブ
リ
キ
店

と
し
て
独
立
、
ち
ょ
う
ど

朝
鮮
戦
争
の
特
需
で
仕
事

が
と
て
も
忙
し
く
炎
天
下

の
屋
根
工
事
な
ど
で
は
夜

に
な
っ
て
も
体
が
ほ
て
っ

て
な
か
な
か
寝
付
か
れ
な

か
っ
た
の
は
い
ま
で
も
よ

く
覚
え
て
い
る
。
伊
勢
湾

台
風
の
と
き
は
い
ま
の
県

板
事
務
所
の
あ
た
り
で
雨

戸
張
に
行
き
風
雨
の
中
を

横
付
け
自
転
車
を
こ
い
で

帰
っ
た
思
い
出
が
あ
る
・

ま
た
千
種
小
学
校
の
高
い

校
舎
の
軒
樋
を
屋
根
の
上

か
ら
足
場
も
無
し
で
取
り

替
え
た
り
も
し
た
が
い
ま

比
野
定
雄
氏
の
後
を
継
い

で
県
板
理
事
長
に
就
任
さ

れ
た
。
以
来
五
期
十
年
に

亘
り
、
持
ち
前
の
行
動
力

で
精
力
的
に
多
く
の
支
部

の
総
会
や
行
事
に
出
席
さ

れ
、
組
合
や
板
金
業
界
の

最
新
情
報
を
直
接
組
合
員

に
伝
え
て
い
た
だ
い
た
・

そ
の
間
に
は
県
板
の
事
業

と
し
て
、
第
一
次
及
び
第

二
次
活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
、

労
働
環
境
フ
ィ
ー
ジ
ピ
リ

テ
ィ
調
査
事
業
、
愛
知
県

板
共
済
制
度
、
保
証
制
度

確
立
の
推
進
な
ど
に
た
ず

さ
わ
ら
れ
た
。
又
、
全
板

連
に
お
い
て
は
第
３
部
会

の
委
員
長
、
愛
知
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
に
お
い

て
は
常
任
理
事
を
努
め
ら

れ
た
。
当
日
は
各
支
部
よ
り
の

組
合
員
は
も
と
よ
り
、
関

係
諸
団
体
お
よ
び
商
社
よ

り
多
数
の
来
賓
を
迎
え
総

勢
１
１
１
名
の
盛
大
な
会

と
な
っ
た
・

会
は
長
谷
川
副
理
事
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
ま
ず

発
起
人
を
代
表
し
て
村
上

理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
平

野
氏
の
功
績
を
た
た
え
ら

れ
た
。
県
板
職
員
よ
り
平

野
夫
妻
に
花
束
が
贈
呈
さ

れ
、
次
い
で
平
野
氏
よ
り

お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

た
が
、
い
つ
も
な
が
ら
の

雄
弁
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。
高
柳
副
理
事
長
よ
り

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
・

来
賓
を
代
表
し
て
中
央
会

の
島
崎
専
務
理
事
が
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
、
日
本
鉄
板

㈱
の
武
田
氏
が
乾
杯
の
音

頭
を
と
ら
れ
宴
に
入
っ
た
・
高
橋

思
え
ば
墜
落
も
し
な
い
で

よ
く
や
っ
た
も
の
だ
と
思

い
出
を
語
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
六
年
四
月
に

合
資
会
社
章
栄
板
金
工
業

に
改
組
代
表
社
員
と
な
り

現
在
に
至
る
・

工
場
は
名
古
屋
市
天
白

区
中
平
一
に
あ
り
昔
は
廻

り
が
畑
ば
か
り
で
あ
っ
た

が
い
ま
で
は
住
宅
も
多
く

建
ち
、
フ
ィ
ギ
ァ
ス
ケ
ー

ト
で
有
名
な
伊
藤
み
ど
り

が
通
っ
て
い
た
東
海
学
園

大
学
も
あ
り
朝
夕
は
ギ
ャ

ル
た
ち
が
行
き
交
う
に
ぎ

や
か
な
街
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
株
式
会
社
シ
ョ

ウ
エ
イ
と
合
資
会
社
章
栄

板
金
の
代
表
取
締
役
で
営

業
活
動
や
業
界
の
発
展
の

た
め
全
国
東
西
を
奔
走
し

て
い
る
・
工
場
の
ほ
う
は

弟
の
村
上
栄
一
、
昇
氏
が

中
心
と
な
り
森
山
勝
郎
氏

や
相
馬
富
士
男
氏
が
四
十

八
名
の
従
業
員
と
一
つ
に

な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

家
族
は
末
子
夫
人
と
長

男
友
章
氏
（
四
十
）
夫
妻

に
二
男
一
女
の
孫
に
囲
ま

れ
七
人
の
に
ぎ
や
か
な
家

族
で
あ
る
・

人
柄
は
章
栄
板
金
に
十

二
年
勤
務
し
て
い
ま
は
鹿

児
島
県
で
津
曲
空
調
と
し

て
ダ
ク
ト
エ
事
な
ど
を
営

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

て
、
業
界
の
発
展
に
尽
力

以
上
鷲
見

零騨議蕊蕊擬濯蕊謹会

会場内での前理事長ご夫妻

労
働
大
臣
表
彰
卓
越
技
能
者

愛
知
県
板
理
事
長
と
し

て
長
年
の
間
組
合
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
平
野
弘

氏
が
今
回
の
総
代
会
を
期

に
勇
退
さ
れ
た
。
そ
こ
で

同
氏
に
感
謝
の
意
を
表
わ

す
「
平
野
前
理
事
長
を
囲

む
会
」
が
６
月
４
日
午
後

６
時
よ
り
東
山
会
館
に
て

開
催
さ
れ
た
・

平
野
氏
は
昭
和
田
年
日



ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
す
で
に
多
く
の
自
社

ブ
ラ
ン
ド
加
工
製
品
を
販

売
し
付
加
価
値
が
高
い
と

定
評
が
あ
る
・

金
属
建
材
業
界
の
流
通

は
亜
鉛
鉄
板
の
鋼
板
メ
ー

カ
ー
鉄
板
問
屋
会
、
金
物

小
売
店
、
板
金
業
者
に
分

類
さ
れ
る
が
タ
カ
ヶ
ン
金

属
は
メ
ー
カ
ー
と
問
屋
を

併
せ
た
機
能
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
様
に
流
通
販
売
面

で
ニ
ー
ズ
を
知
り
尽
く
し

た
タ
カ
ヶ
ン
金
属
は
大
手

メ
ー
カ
ー
の
既
製
品
に
は

な
い
独
自
の
製
品
と
特
注

品
の
対
応
に
も
き
め
細
か

い
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

テ
Ｃ
Ｏ

タ
カ
ヶ
ン
金
属
は
仕
入

先
、
素
材
メ
ー
カ
ー
、
板

金
業
者
が
一
体
と
な
り
品

質
の
改
善
、
施
工
技
術
の

研
修
開
発
を
目
的
と
し
た
、

中
部
金
属
建
材
会
を
設
立

親
睦
を
図
る
と
共
に
地
域

社
会
の
発
展
に
も
寄
与
し

板 第３１８号(3)平成９年７月１５日 愛

し
代
表
取
締
役
会
長

高
木
重
俊

タ
カ
ヶ
ン
金
属
㈱
は
本

社
が
名
駅
南
二
丁
目
十
番

に
あ
り
中
部
金
属
建
材
セ

ン
タ
ー
と
も
い
い
東
海
三

県
下
で
高
級
カ
ラ
ー
亜
鉛

鉄
板
の
使
用
を
勧
め
、
金

屈
製
外
装
材
の
普
及
に
努

力
し
て
い
る
。

金
属
建
材
の
販
売
加
工

メ
ー
カ
ー
と
し
て
市
場
動

向
。
住
宅
事
情
な
ど
を
把

握
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
先
取

り
し
た
製
品
開
発
や
技
術

力
ま
た
加
工
力
の
レ
ベ
ル

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

県
外
に
支
店
を
持
つ
問
屋
さ
ん
は
何
店
か
あ
る
が
そ

の
会
社
を
紹
介
す
る
。

◎
組
合
員
の
安
全
確
保
は

適
切
か
？

毎
年
恒
例
の
如
く
開
催

さ
れ
、
全
国
的
な
運
動
と

し
て
展
開
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
行
事
は
昭
和
３
年
に
実

施
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で

第
祁
回
目
を
迎
え
、
欠
か

す
こ
と
な
く
今
日
ま
で
実

施
さ
れ
、
「
人
間
尊
重
」

と
い
う
崇
高
な
基
本
理
念

の
も
と
、
毎
年
継
続
し
て

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
於

い
て
積
極
的
な
安
全
活
動

に
よ
り
、
安
全
水
準
が
着

実
に
向
上
し
て
い
る
も
の

の
、
尚
多
く
の
労
働
災
害

が
発
生
し
て
い
る
現
状
を

観
察
す
る
に
、
全
体
と
し

て
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
昨
年
は
愛
知
県
内
に

於
い
て
の
死
亡
災
害
は
、

皿
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、

残
念
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
と
の
事
、
一
方
で
は
、

４
日
以
上
の
休
業
災
害
は

九
六
七
九
人
の
方
々
が
被

災
さ
れ
、
日
常
生
活
に
支

会
社
の
モ
ッ
ト
ー

消
費
者
に
利
、
得
、
満

足
を
与
え
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
商
品
造
り

板
金
店
、
メ
ー
カ
ー
、

施
工
業
者
と
三
位
一
体

の
姿
勢
を
堅
持
し
、
お

互
い
の
共
存
共
栄
を
は

か
る
。

以
上
鷲
見

第
九
回
タ
カ
ケ
ン
金
属
株
式
会
社

愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会
、

浄
会
員
〈
季
社
紹
介

し
本
社
社
屋

蝋
餅
…
：

十象員雲烹梨園

障
を
き
た
し
、
困
窮
し
て

い
る
と
の
報
道
も
あ
り
、

一
日
も
早
く
社
会
復
帰
を

望
む
処
で
す
。
私
達
は
日

頃
職
業
的
に
も
、
高
所
作

業
に
依
存
度
が
高
く
、
最

近
は
特
に
近
代
的
な
建
築

手
法
並
に
感
覚
的
な
表
現

が
多
く
、
美
観
的
な
要
素

を
含
有
し
、
安
全
施
策
に

は
追
い
つ
け
ず
、
無
防
備

な
状
態
で
の
無
理
な
作
業
、

そ
れ
ら
の
災
害
の
要
因
は
、

転
落
・
墜
落
及
び
転
倒
が

主
で
、
特
に
脚
立
に
よ
る

霧
嗣
縫
鍵

事
故
の
発
生
率
が
高
い
と

の
事
で
も
あ
る
が
、
尚
電

動
工
具
に
よ
る
取
扱
い
の

注
意
事
項
を
怠
り
、
体
の

一
部
を
損
傷
な
ど
で
数
多

く
の
方
々
が
、
治
療
又
は

療
養
に
日
夜
専
念
さ
れ
、

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
の

事
、
心
か
ら
お
見
舞
申
上

げ
た
い
。

の
労
災
事
故
件
数
は
一
昨

年
よ
り
増
大
し
、
労
働
基

準
局
よ
り
厳
し
い
ご
指
導

を
受
け
た
と
の
談
、
そ
れ

ら
の
教
訓
と
し
て
、
新
た

な
指
針
の
樹
立
に
基
き
、

健
全
な
安
全
活
動
を
施
す

こ
と
に
あ
り
、
今
こ
そ
奮

起
し
、
再
発
防
止
に
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
姿
勢

が
求
め
ら
れ
、
反
省
を
促

す
事
は
一
歩
前
進
で
あ
る
・

今
一
度
原
点
に
戻
り
、

安
全
の
手
法
を
尊
重
し
、

事
業
主
は
勿
論
の
こ
と
、

従
業
員
の
末
端
に
至
る
ま

で
徹
底
的
に
教
育
を
施
し
、

理
解
し
て
頂
け
る
御
配
慮

を
求
め
た
い
、
尚
こ
れ
ら

を
放
置
す
る
事
に
よ
っ
て
、

社
会
的
責
任
は
免
れ
ま
い
、

万
が
一
不
法
行
為
と
し
て

認
め
ら
れ
、
発
覚
さ
れ
た

場
合
は
、
事
業
主
は
勿
論

の
こ
と
、
職
長
に
至
る
ま

で
、
検
察
庁
へ
書
類
送
検

と
な
り
罰
金
は
云
う
ま
で

も
な
く
、
前
科
が
課
せ
ら

れ
、
社
会
的
信
頼
を
損
う

事
と
な
る
の
で
、
要
注
意

と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
安

全
週
間
を
起
点
と
し
て
、

今
一
度
皆
ん
な
で
考
え
、

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
事
も
施

策
と
し
て
取
り
入
れ
、
組

合
員
の
奮
起
を
期
待
す
る

も
の
で
す
。

癖
詐
奔
罰
坐
慢
Ｆ
１

全
国
安
全
週
間
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

蓬
樗
ツ
プ
の
震
謡
罷

あ
な
た
の
努
力

め
ざ
そ
う
災
害
ゼ
ロ
の

明
る
い
職
場
」

準
備
月
旬
六
月
一
日
～
六
月
三
十
日

本
週
間
七
月
一
日
～
七
月
七
日

て
い
る
。

ま
た
板
金
業
界
で
も
多

く
が
利
用
さ
れ
て
い
る
中

部
電
力
の
電
柱
用
看
板
は

袖
看
板
・
巻
看
板
と
も
中

電
興
業
か
ら
管
内
す
べ
て

を
受
注
納
入
し
て
い
る
・

防
水
工
事
に
も
参
入
タ

カ
ウ
オ
ー
タ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

の
呼
称
で
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
グ

ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
樹
脂
）
を
現

場
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
施
工
す

る
防
水
工
法
で
あ
る
、
こ

の
工
法
で
住
宅
の
ベ
ラ
ン

ダ
な
ど
を
施
工
し
て
い
る
。

タ
ヵ
ヶ
ン
金
属
㈱
は
岐

阜
県
可
児
市
川
合
に
北
支

店
を
持
ち
中
央
線
沿
線
恵

那
中
津
川
や
高
山
線
で
は

下
呂
方
面
に
も
配
達
を
し

て
い
る
。

関
連
会
社
に
タ
カ
ヶ
ン

不
動
産
株
式
会
社
が
あ
る
。

以
下
に
会
社
の
概
要
を
紹

介
す
る
・

商
号
タ
カ
ヶ
ン
金
属
株
式
会
社

創
業
昭
和
二
十
八
年
十
二
月

二
十
五
日

創
業
地
名
古
屋
市
中
村
区

創
業
者
高
木
重
俊

大
正
五
年
九
月
三
日
生

会
社
設
立

昭
和
五
十
一
年
十
月

本
社
名
古
屋
市
中
村
区
名
訳

南
二
丁
目
十
番
二
十
六

亘
言

西
支
店
名
古
屋
市
中
川
区
富
田

町
千
音
寺
字
粉
諸
二
二

七
四

北
支
店
岐
阜
県
可
児
市
川
合
字

梅
白
四
八
三

代
表
取
締
役
会
長

高
木
重
俊

資
本
金
五
千
万
円

従
業
員
男
子
三
十
二
名

女
子
十
九
名

合
計
五
十
一
名

営
業
費
目

高
級
カ
ラ
ー
亜
鉛
鉄
板

カ
ラ
ー
ス
テ
ン
レ
ス
板

屋
根
材
、
壁
材
の
加
工

販
売
、
雨
樋
成
型
品
一

切
、
板
金
機
械
工
具
の

販
売
、
タ
カ
ウ
オ
ー
タ
ー

ブ
ロ
ッ
ク
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
、

電
柱
広
告
用
看
板
、
袖

看
板
、
巻
看
板

営
業
範
囲

愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三

重
県



オサカナさん入っているかな？

板第３１８号 平成９年７月１５日（４）愛

知
多
支
部
で
は
、
恒
例

と
な
っ
て
い
る
献
血
活
動

を
催
し
た
・
蟹
江
利
夫
支

部
長
の
呼
び
か
け
に
、
多

く
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
た
。

開
催
日
は
去
る
６
月
皿
日

附
、
半
田
市
内
の
㈱
武
豊

屋
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り
、

施
設
の
一
部
を
提
供
し
て

頂
き
、
日
赤
の
移
動
献
血

車
の
来
訪
を
受
け
、
約
２

時
間
の
短
時
間
で
実
施
し

た
・
今
回
の
実
施
に
あ
た

り
、
好
天
に
恵
ま
れ
入
梅

期
で
気
の
あ
せ
り
も
気
に

せ
ず
、
結
果
は
良
好
と
の

地
引
網
大
会

四
月
一
一
十
七
日
⑧
初
夏

を
お
も
わ
せ
る
よ
う
な
青

空
の
下
、
恒
例
の
地
引
き

網
大
会
が
百
八
十
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
・
渥

美
半
島
の
根
元
、
細
谷
海

岸
で
昨
年
の
よ
う
に
大
漁

を
期
待
し
、
か
け
声
出
し

て
ト
ラ
ク
タ
ー
の
力
も
借

り
網
を
引
き
ま
し
た
が
今

年
の
網
は
少
し
軽
い
？

百
八
十
名
の
お
腹
に
少
し

だ
け
お
魚
さ
ん
．
．
…
・
役
員

も
そ
れ
を
察
し
て
か
？

奥
さ
ん
達
が
腕
を
奮
い
焼

き
肉
、
焼
き
そ
ば
、
マ
グ

ロ
の
兜
焼
き
等
の
ご
ち
そ

う
で
、
お
腹
は
満
腹
。
家

族
揃
っ
て
楽
し
い
一
日
を

す
ご
し
ま
し
た
。
青
年
部

諸
君
謡
子
供
さ
ん
の
お
守

り
あ
り
が
と
う
。
役
員
の

皆
様
、
特
に
裏
方
を
さ
れ

る
奥
様
た
ち
に
感
謝
し
ま

す
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

東
三
吉
田

梅
雨
時
の
一
日

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む

第
一
一
十
五
回
愛
板
組
合

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
六
月
十

八
日
、
レ
イ
ク
グ
リ
ー
ン

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て

村
上
理
事
長
は
じ
め
吉
田

専
務
理
事
、
各
支
部
か
ら

四
十
一
名
の
参
加
を
得
て

梅
雨
の
晴
れ
間
の
一
日
を

楽
し
く
過
ご
し
た
・
朝
早

い
ス
タ
ー
ト
と
あ
っ
て
、

東
三
支
部
か
ら
の
参
加
者

は
五
時
半
に
家
を
出
発
し

た
そ
う
で
す
。
ス
タ
ー
ト

前
に
は
、
幹
事
の
滝
伸
次

さ
ん
か
ら
競
技
方
法
の
説

明
、
沢
山
の
賞
品
が
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
一
日

楽
し
く
頑
張
っ
て
下
さ
い

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ウ
ト
・
イ
ン
に
別
れ

ス
タ
ー
ト
、
コ
ー
ス
は
各

ホ
ー
ル
池
が
レ
イ
ア
ウ
ト

さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
コ
ー

ス
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ー
ル

を
池
に
入
れ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー

も
数
多
か
っ
た
。
プ
レ
ー

終
了
後
に
パ
ー
テ
ィ
ー
が

行
わ
れ
、
理
事
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
幹
事
さ
ん
か
ら

成
績
発
表
が
行
わ
れ
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ベ
リ
ァ
方
式

優
勝
浅
井
誠

準
優
勝
福
田
益
雄

三
位
大
村
浩
司

Ｂ
Ｂ
賞
平
松
聖
之

Ｂ
Ｇ
賞
西
俣
章

血も愛もあげます。

灯要

献:謹
血鱒一
活るこ
動と

聯景

支
部
だ
よ
り

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

事
、
？
最
近
は
特
に
畑
“
の
提

供
者
も
増
え
、
日
赤
の
係

員
か
ら
も
歓
待
さ
れ
有
意

義
な
結
果
と
な
り
、
関
係

者
一
同
ホ
ッ
ト
一
息
、
今

回
は
提
供
者
に
は
一
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
し
た
粗
品
の
進

呈
と
な
り
好
評
だ
っ
た
。

加
数
年
継
続
し
て
の
奉
仕
、

こ
れ
か
ら
も
灯
し
び
を
消

す
こ
と
な
く
、
時
代
の
変

化
に
と
ら
わ
れ
ず
、
永
遠

に
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

「
ご
苦
労
さ
ま
」

沼
津

Ｐ
ｕ
報
“
ゴ
ノ
即
も
‐
‐
坤
少

‐
‐
・
年
‐
‐

中
支
部
７
日
支
部
総
会

熱
田
南
支
部

Ⅳ
・
娼
日
支
部
親
睦

旅
行
（
青
年
部
と

合
同
）
和
歌
山
川

湯
温
泉
蝿
名

妬
日
青
年
部
親
睦
会

緑
区
モ
ル
ッ
館

昭
和
支
部

９
日
支
部
例
会
肥
名

幻
日
支
部
青
年
部
の

今
後
の
あ
り
方

一
宮
支
部

型
日
青
年
部
研
修
会

彦
根
市
妬
名

江
南
支
部

焔
日
定
例
役
員
会

６
名

津
島
支
部

５
日
定
例
役
員
会

Ⅳ
名

春
日
井
支
部

７
日
支
部
定
例
会

且
名

拠
日
支
部
役
員
会

４
名

小
牧
支
部

羽
・
鋤
日
親
睦
旅
行

富
山
県
方
面
７
名

西
三
板
金
連
合
会

７
日
役
員
会

岡
崎
支
部

８
日
支
部
・
青
年
部

合
同
で
野
原
川
に

て
マ
ス
釣
り
大
会

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
む
釦
名

刈
谷
支
部

廻
日
役
員
会

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

の
件
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
共
同
購
入
の
件

技
能
講
習
の
件
、

青
年
部
発
足
の
件

安
城
支
部

即
日
青
年
部
定
例
会

４
名

５
日
役
員
会
４
名

豊
田
支
部

肥
日
ス
タ
ッ
フ
会

幻
日
第
３
回
役
員
、

班
長
会
Ⅳ
名

西
尾
支
部

５
日
役
員
会
肥
名

知
多
支
部

廻
日
献
血
銘
名

東
三
支
部

４
日
支
部
定
例
会

船
名

ｎ
日
青
年
部
定
例
会

皿
日
東
板
金
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
朗
名

羽
日
三
役
会
４
名

尾
張
板
金
連
合
会

５
日
理
事
会
皿
名

６
月
各
支
部
の
動
き

Ｌ』三､－，JごU~ー←、一

た
だ
今
梅
雨
真
っ
直
中
。

早
々
と
中
型
の
台
風
が
二

つ
も
上
陸
し
て
う
っ
と
う

し
い
こ
と
で
あ
る
。
時
代

に
合
わ
せ
た
よ
う
に
台
風

ま
で
が
気
忙
し
く
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
・

昨
今
の
日
本
列
島
西
も

東
も
梅
雨
空
の
よ
う
な
憂

琶
な
こ
と
ば
か
り
。
証
券

会
社
と
巨
大
銀
行
の
利
益

供
与
に
よ
る
商
法
違
反
容

疑
、
小
学
生
惨
殺
事
件
、

隣
県
で
は
産
廃
物
処
理
場

建
設
問
題
、
地
元
を
見
れ

ば
、
開
催
目
的
が
不
透
明
、

自
然
破
壊
に
つ
な
が
る
と

市
民
は
じ
め
経
済
人
文
化

人
な
ど
批
判
層
が
か
な
り

の
数
を
占
め
る
と
共
に
県

の
経
済
悪
化
が
伝
え
ら
れ

る
中
で
、
誘
致
運
動
に
三

十
億
円
余
り
掛
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
愛
知
万
博
と
中

部
国
際
空
港
建
設
セ
ッ
ト

に
し
て
「
二
十
一
世
紀
に

か
け
る
地
域
の
発
展
」
と

美
辞
麗
句
を
並
べ
立
て
る

関
係
者
の
皆
さ
ん
大
丈
夫

で
す
か
ネ
ェ
？
そ
し
て

も
う
一
つ
ド
ー
ム
元
年
優

勝
の
願
い
を
よ
そ
に
黒
星

ば
か
り
続
け
る
中
日
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
。
毎
日
を
ス
カ
ッ

と
し
た
気
分
に
し
て
ほ
し

い
。
六
月
二
十
七
日
圏
晴

三
一
八
号
編
集
会
議

委
員
十
三
名
出
席

午
後
五
時
終
了
③

編
集
後
記


